
◆
狛
江
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
1
項

の
規
定
に
よ
り
、
平
成
28
年
4
月
1

日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
同
条
第

3
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
を
報
告

し
、
承
認
を
求
め
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
承
認

◆
狛
江
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
平
成
28
年
3
月

28

31

日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
同
条
第

3
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
を
報
告

し
、
承
認
を
求
め
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
承
認

◆
狛
江
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
1
項

の
規
定
に
よ
り
、
平
成
28
年
3
月

28

31

日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
同
条
第

3
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
を
報
告

し
、
承
認
を
求
め
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
承
認

◆
平
成
28
年
度
狛
江
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
提
案
理
由
】

一
般
会
計
予
算
を
補
正
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
。

【
主
な
質
疑
】

・
認
可
保
育
所
1
園
の
施
設
整
備
の

具
体
的
な
場
所
、
規
模
は
。

・
今
年
度
の
待
機
児
童
数
は
。

・
施
設
整
備
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

第第
22
回
定定
例例

第
2
回
定
例
会会会

本

会

本

会

議議

・
災
害
対
策
用
備
品
の
内
容
は
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
狛
江
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
石
川
慶
一
郎
氏
）

【
提
案
理
由
】

地
方
税
法
第
4
2
3
条
第
3
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
同
意

◆
狛
江
第
一
小
学
校
大
規
模
改
修
工

事（
建
築
工
事
）請
負
契
約
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
2
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
た
め
。

【
主
な
質
疑
】

・
本
会
議
の
初
日
提
案
は
間
に
合
わ

な
か
っ
た
の
か
。

・
3
社
の
入
札
金
額
が
同
額
だ
が
、

業
者
決
定
の
理
由
は
。

・
選
定
業
者
の
狛
江
市
の
実
績
は
。

・
工
事
の
こ
れ
か
ら
の
進
め
方
は
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決
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◆
平
成
28
年
度
狛
江
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
2
号
）の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
1
項

の
規
定
に
よ
り
、
平
成
28
年
6
月

28

28

日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
同
条
第

3
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
を
報
告

し
、
承
認
を
求
め
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
承
認

87,500新設保育園整備事業児童福祉費民生費

2,000災害対策関係費消 防 費消防費

500言語能力向上拠点校

教育総務費教育費

400道徳教育推進拠点校

413伝統・文化教育推進校

300アクティブライフ研究実践校

300スーパーアクティブスクール
研究実践校

社社
会
常
任
委
員

社
会
常
任
委
員
会会

◆
狛
江
市
保
育
園
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
提
案
理
由
】

平
成
29
年
4
月
1
日
の
狛
江
市
立

和
泉
保
育
園
の
民
営
化
に
伴
い
、
狛

江
市
立
和
泉
保
育
園
を
廃
止
す
る
た

め
。

【
主
な
質
疑
】

・
三
者
協
議
の
現
状
と
内
容
は
。

・
嘱
託
職
員
の
採
用
状
況
は
。

・
一
時
保
育
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
今
後
に
向
け
て
の
課

題
は
。

・
来
年
度
の
保
育
施
設
の
数
は
。

・
更
地
に
な
っ
て
い
る
土
地
の
活
用

方
法
は
。

・
民
営
化
し
た
2
園
の
検
証
は
い
つ

行
う
の
か
。

・
め
ぐ
み
の
森
保
育
園
現
状
は
。

・
保
育
職
員
の
待
遇
の
問
題
は
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
の
可
決

建建
設
環
境
常
任
委
員

建
設
環
境
常
任
委
員
会会

◆
狛
江
市
公
共
下
水
道
事
業
（
事
業

の
一
部
）に
関
す
る
業
務
委
託（
地
震

対
策（
覚
東
幹
線
）分
）
契
約
に
つ
い

て【
提
案
理
由
】

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
2
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

第
11
回
臨
時

第
1
回
臨
時
会会

本

会

本

会

議議

◆
平
成
28
年
度
狛
江
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
3
号
）

【
提
案
理
由
】

一
般
会
計
予
算
を
補
正
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
。

【
主
な
質
疑
】

・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
の
経
過
説

明
を
。

・
国
庫
補
助
金
申
請
の
経
過
説
明
を
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

所
管
事
務
調
査
で
行
政
視
察
・
意
見
交
換
を
行
う

総
務
文
教
常
任
委
員
会

5
月
26
日
、

26

18
歳
選
挙
権
へ
の
対

策
に
つ
い
て
東
京
都
立
狛
江
高
等
学

校
生
徒
会
役
員
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
、
委
員
7
名
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
、
生
徒
会
か
ら
は

10
名
が
参
加
し
、
こ
の
7
月
か
ら
施

行
さ
れ
る
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け

て
、
選
挙
や
政
治
に
ど
れ
く
ら
い
関

心
を
持
っ
て
い
る
か
意
見
交
換
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
会
か

ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
が
で

き
た
ら
い
い
、
誰
に
入
れ
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
、
も
っ
と
考
え
る
時

間
が
欲
し
い
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

意
見
交
換
を
す
る
中
で
、
い
か
に

若
い
人
た
ち
、
特
に
選
挙
に
行
か
な

い
若
者
に
興
味
・
関
心
を
持
た
せ
る

か
が
、
今
後
の
課
題
だ
と
感
じ
ま
し

た
。ま

た
、
本
委
員
会
で
は
「
特
別
支

援
教
育
に
つ
い
て
」
の
調
査
も
進
め

て
お
り
、
8
月
4
日
に
言
語
聴
覚
士

の
中
川
信
子
さ
ん
に
「
狛
江
市
の
特

別
支
援
教
育
の
現
状
」
に
つ
い
て
、

御
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

◎
18
歳
選
挙
権
へ
の
対
策
に

つ
い
て

社
会
常
任
委
員
会

7
月
22
日「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」

と
し
て
足
立
区
の
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

足
立
区
は
、
2
0
1
4
年
「
子
ど

も
の
貧
困
対
策
本
部
」
設
置
、
2
0

1
5
年
「
子
ど
も
の
健
康
・
生
活
実

態
調
査
」
と
「
未
来
に
つ
な
ぐ

あ

だ
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
貧
困
対
策
実

施
計
画
）」
を
策
定
し
本
格
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
て
の
子
ど
も

た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
将
来
に
希
望
が
持

て
る
社
会
、
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ

け
貧
困
の
連
鎖
に
陥
る
こ
と
な
く
自

立
し
て
い
く
こ
と
、
社
会
で
の
孤
立

や
、
健
康
・
成
育
環
境
の
解
決
や
予

防
。
貧
困
対
策
に
全
庁
を
挙
げ
て
総

合
的
に
推
進
、
特
に
「
予
防
・
連
鎖

を
断
つ
」
こ
と
に
主
眼
を
置
く
こ
と
。

ま
た
「
学
校
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」

と
し
相
談
体
制
や
関
係
機
関
と
連
携
、

シ
グ
ナ
ル
を
早
期
に
発
見
、
適
切
な

支
援
、
必
要
と
す
る
方
へ
の
「
つ
な

ぐ
」
シ
ー
ト
の
活
用
、
食
育
重
視
な

ど
な
ど
、
総
合
的
で
、
か
つ
き
め
細

や
か
な
施
策
を
伺
い
感
銘
し
ま
し
た
。

今
後
、
委
員
会
か
ら
提
案
が
で
き

る
よ
う
論
議
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

5
月
31
日
先
進
市
の
千
葉
県
柏
市

の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

柏
市
は
、
高
齢
者
が
増
加
し
て
い

く
中
で
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
く
老
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

具
現
化
に
向
け
て
、
市
・
東
京
大
学
・

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
が
協
力
し
、「
長

寿
社
会
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。「
自
宅
で
安
心

し
た
生
活
が
送
れ
る
ま
ち
」
と
し
て

病
気
に
な
っ
て
も
在
宅
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
介
護
保
険
と

医
療
が
切
れ
目
な
く
受
け
ら
れ
る
よ

う
在
宅
医
療
を
推
進
し
、「
元
気
で

活
躍
で
き
る
ま
ち
」
で
は
、
農
業
や

生
活
支
援
、
子
育
て
な
ど
各
分
野
で

「
働
く
」
仕
組
み
を
整
え
、
生
き
が

い
就
労
の
創
設
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
長
寿
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
」の
説

明
を
受
け
た
後
、
高
齢
者
と
子
育
て

世
帯
が
融
合
し
、
在
宅
で
元
気
に
生

活
で
き
る
ま
ち
と
し
て
の
豊
四
季
台

団
地
を
見
学
し
ま
し
た
。

狛
江
市
に
お
け
る
包
括
ケ
ア
を
探

求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◎
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

◎
子
供
の
問
題
に
つ
い
て


